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期をどう生きたか、第 2 章ではムッソリーニとの関係、第 3 章では彼のファシズムに関する二
つの著書の分析を中心に論を進めていきたい。
第 1章　ファシズム期のプレッツォリーニ
　1922 年 10 月 31 日、ムッソリーニ内閣が成立する。これ以後、第二次大戦末期の 1945 年 4
月 28 日のムッソリーニ処刑までの二十数年間をファシズム期と呼ぶことにする。プレッツォ





的協力機関 L’Institute internationaldeCoopérationIntellectuelle の幹部職員としてパリに赴
任する 1925 年までの比較的短い時期、第二は正式にニューヨークのコロンビア大学教授と同
大学付属のイタリア会館 LaCasaItaliana 館長に就任する 1930 年まで、第三が最も長期にな
るが、1940 年 6 月のイタリアの英仏への宣戦を経てイタリア会館の館長を辞任する同年 11 月
まで、第四が 1945 年 4 月のファシズム体制崩壊までである。
3 　EmilioGentile,Profilo critico di un uomo moderno：Giuseppe Prezzolini nella cultura italiana del 




















の救命胴衣の役割を期待してこの仕事に取り組むことにしたことを、1920 年 5 月 27 日の日記









































　パリ時代のプレッツォリーニの気分を一言で表すと、諦念である。1928 年 8 月 12 日の日記
に、ファシズムは祖国のために何かやれるという希望をすべて失わせた、と記し 13、同年 12
月 11 日の日記には、歴史を作ることのできない人間は歴史を眺めるべきである、と綴ってい


























味を持っている。リヴィングストンの斡旋により 1923 年と 1927 年にコロンビア大学の夏期講















































年 9 月 26 日の日記には、コロンビア大学のニコラス・バトラー学長がプレッツォリーニに、
イタリアが参戦するようなことになっても、彼の地位に変更のないことを伝えたことが記され
ている 24。1939 年 9 月 1 日、ドイツ軍がポーランドに侵入、これに対し英仏はドイツに宣戦、
ヨーロッパでは第二次世界大戦が始まった。こうした情勢の下、プレッツォリーニは 1940 年






















ますます減少する。1942 年 9 月 23 日の日記には、学生がいなくなった場合に備えて女子大で




















































なってそれを否定するのは卑怯というものだろう、と語っている 38。二人の関係は 1909 年の
はじめに遡る。この当時、ムッソリーニは、オーストリア領だったトレントに住む無名の社会
主義者だった。彼よりも 1 歳半年長のプレッツォリーニは、パピーニと共に 1903 年に雑誌




ムッソリーニはトレントでの《ラ・ヴォーチェ》の読者の開拓に協力、1910 年 1 月 6 日には













そして、10 月 13 日の同誌においてラ・ヴォーチェの署名を付した巻頭の論文の中で、ムッソ
リーニを名指して、勇気を出して党の方針に反する参戦論に踏み出すことを促している 43。そ
れに応えるかのように、ムッソリーニは 11 月 15 日に参戦論を掲げる新聞《イル・ポーポロ・





39　BenitoMussolini,La lotta linguistica nel Trentino, in《LaVoce》,1910.1.6,；Il Trentino, in《LaVoce》,
1910.12.15
40　SciopioSlataper,Lettere triestineI,II,III,in《LaVoce》,1909.2.11,1909.2.25,1909.3.11
41　BenitoMussolini, Il Trentino veduto da un socialista,CasaEditrice Italiana（Milano）,1911.Emilio
Gentile（acuradi）,Mussolini ＆ La Vocecit.,pp.95-159に収録されている。
42　プレッツォリーニの第一次大戦との関わりについては、拙稿「第一次大戦とプレッツォリーニ」、『地中
海研究所紀要』第 3 号、2005 年。







　1915 年 5 月にイタリアが参戦すると、プレッツォリーニとムッソリーニは二人とも従軍、



















過した 1946 年 5 月 15 日の日記には、「ムッソリーニがイタリアの欠陥（美辞麗句、芝居っ気、
44　RenzoDeFelice,Prezzolini, la guerra, il fascismo,in《FrancescaPinoPongolini（acuradi）,Giuseppe 


















































1936 年年 6 月 30 日の日記に、パピーニが彼に、その承認を求める手紙をムッソリーニに書く
ように強く求めたが、それをする気にはなれないことを、書き留めている 59。ムッソリーニが
権力の座に着いて以降、プレッツォリーニがムッソリーニに頼みごとをしたのは一度だけで、











批判的で、この問題について彼と議論したことを回想している 62。また、1935 年 7 月 23 日の
日記には、エチオピアと戦争することは有益とも賢明とも思えない、と記されている 63。
　プレッツォリーニは 1924 年にムッソリーニについての小さな本を刊行しているが、この年
































































1923 年から 24 年にかけて書かれ、翌 25 年にフランス語の翻訳が『ファシズム』というタイ
トルでパリで出版され、1926 年と 27 年に英語版がロンドンとニューヨークで刊行されてい














74　GiuseppePrezzolini,Le fa.scism, traduit parGeorgeBorgin,Bossard（Paris）, 1925. Giuseppe
Prezzolini,Fascism,transl.byKatheleenMacmillan,Methuen ＆ Co.（London）,1926.,E.P.Dutton＆Co.






























なく、困窮と幻滅に苦しむことになった。1919 年 3 月、ムッソリーニがこれら現状に不満を
抱く退役軍人を中核にイタリア戦闘ファッシ Fasci italianidicombattimento を結成したこと
を、プレッツォリーニは説明している。さらに、当時のイタリアの指導階層は、ファシズムに
よって社会主義を抑え、イタリアに再び秩序を確立することができると考え、1920 年 6 月か
















　第 2 章「ムッソリーニ」は、先ほど見た 1924 年刊行の小著『ムッソリーニ』のかなりの部












































































る言及が目を引く。例えば、1923 年 2 月 8 日の《ラ・プロヴィンチャ・ディ・コモ》の記事
では、自分を窓際の観察者と見なし、そのため路上の人とは少し違った見方ができる、と認め
ている 93。また、1925 年 4 月 21 日に発表されたジェンティーレの起草による「ファシスト知
識人宣言」と 5 月 1 日のクローチェの起草による「ファシスト知識人宣言に対する作家・学
者・著述家の回答」に関連して 5 月 26 日の《レスト・デル・カルリーノ》に寄せた文章では、
知識人は政治党派に所属することはできない、もし所属すると、知識人が受け入れることので
きない隷属や思考の放棄を要求される、と述べている 94。






























を記した、1943 年 4 月 12 日と 19 日の部分である 98。ところが、プレッツォリーニが編纂して
刊行した二巻本の日記にはこの部分はなく 99、前にも触れたように、4 月 18 日の項に F.B.I. か
ら召喚されたことが簡単に記されているだけである 100。
　この違いをどう理解すべきなのか。この本に収録された 4 月 12 日の項には、亡命した大物












































101　GiuseppePrezzolini,Sul fascismo（1915-1975）cit.,p.185. GiuseppePrezzolini,The legacy of Italy,
Vanni（NewYork）,1948.後にイタリア語訳が刊行された。L’Italia finisce: ecco quel che resta（traduzione
dall’inglesediEmmaDetti）,Vallecchi（Firenze）,1958. 再刊が 1981 年に Rusconi（Milano）から出ている。
102　GiuseppePrezzolini,Sul fascismo（1913-1975）cit.,p.188.
103　Ibid.,p.190.
104　GiuseppePrezzolini,Ideario,EdizionidelBorghese（Milano）,1967
105　GiuseppePrezzolini,Sul Fascismo（1915-1975）cit.,p.158.
106　Ibid.,p.191.
─ 119 ─
（むすび）
　我われは、ファシズムとある人物の関係を考える場合、その人物がファシズムに賛成か反対
か、あるいは最初は賛成だったが、後に反対に転じた、といった視点で見てしまう。ところ
が、プレッツォリーニにはこの方法は通用しない。彼はファシズムから一歩身を引いて、それ
をよく観察し理解しようと努めることが、知識人としての自己の使命である、と考えていた。
そこにプレッツォリーニの独自性がある。
 （本学准教授＝イタリア語担当）
